
広報あぐい　２０１０年８月１日号

7

１３９ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　

災
害
時
に
、
電
話
で
は
通
話
規
制
が
か

か
り
、
安
否
確
認
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
携
帯
メ
ー
ル
は
有
効
な
手
段
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
携
帯

メ
ー
ル
も
同
時
に
利
用
す
る
人
が
多
い
と

メ
ー
ル
が
届
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

災
害
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
を
機
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
平
成
十
年
三
月
に

音
声
に
よ
る
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
が
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
通
信
網
に

負
担
の
少
な
い
ネ
ッ
ト
経
由
で
文
書
を
書

き
込
む
災
害
用
伝
言
板
を
導
入
し
、
現
在

で
は
、
災
害
時
に
は
、
携
帯
電
話
各
社
は
、

サ
イ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
画
面
に
「
災
害
用
伝

言
板
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
で
は
、「iM

enu

」

の
ト
ッ
プ
に
「
災
害
用
伝
言
板
」
が
追
加

さ
れ
、
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。「EZ

w
eb

」「Y
ahoo!

ケ
ー
タ
イ
」
な
ど
で
は
、

ト
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
災
害
用
伝

言
板
」
の
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
六
月
に
発
生
し
た
岩
手
宮

城
内
陸
地
震
で
は
、
こ
の
携
帯
電
話
各
社

の
災
害
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
の
件
数
（
約
四

万
六
千
件
）
が
、
固
定
電
話
か
ら
の
音
声

に
よ
る
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
の

件
数
（
約
二
万
五
千
件
）
の
約
二
倍
に
達

し
ま
し
た
。

　

伝
言
を
登
録
す
る
場
合
は
、
携
帯
電
話

か
ら
「
災
害
用
伝
言
板
」
に
ア
ク
セ
ス
し

ま
す
。「
無
事
で
す
」「
被
害
が
あ
り
ま
す
」

「
避
難
所
に
い
ま
す
」
な
ど
の
定
型
文
の

ほ
か
に
百
文
字
以
内
の
コ
メ
ン
ト
も
書
き

込
め
ま
す
。
伝
言
を
確
認
す
る
場
合
は
、

伝
言
を
登
録
し
た
相
手
の
携
帯
電
話
番
号

を
入
力
す
る
と
、
伝
言
が
確
認
で
き
ま
す
。

蓄
積
さ
れ
る
伝
言
数
は
十
件
で
す
。

　

こ
の
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
は
携
帯
電
話
各

社
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

各
社
と
も
毎
月
一
日
・
十
五
日
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
体
験
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
家
族
で
試
し
て

く
だ
さ
い
。

　夏の交通安全県民運動期間中（７月１１日～２０日）の７月１７
日、交通安全協会半田支部阿久比分会のメンバーはじめ約５０
人が、夏の交通安全キャンペーンをアピタ阿久比店で行いま
した。
　この日は、宮津交通少年団やちびっ子警察官を務めた宮津
保育園の子どもたちも参加して、「車に乗るときはシートベル
トをしましょう」。「交通ルールを守りましょう」など、買い
物客に声を掛けながら啓発用品を配り、交通安全を呼び掛け
ました。
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